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し にまいげ術泰勤時課国んのるっ究政伝常の当課
く思れるに史斗し期長立へはのた職に統にが初の文
思ったのめ家でてにの博文予は当の携で必伝かば化
いた学ををがあ‘ここ物化算や座技わあ要統らあ財

て゜ら鬼山当ともも者み赤‘る絵ちろ館財のむは官っるとに専い保
‘な‘山次時にかのもる＜血こ画ら‘長保数を‘かて゜すな門‘談
そに数さ官のなけでいとし籍の史が予ツ護字え相らいとるつの文部
れし字んで局っずある‘てひ美の出算が審でな当行るこのて技化の
以ろにのあ長た‘るも因ね
下金関コっが゜自゜の果む ｝ ｛机 議‘いに政と；；でい宣財美

が額し lた明さ分とよなそ 〗止 tゞ「・ 急誓頁；已門足-‘るか保術
てチ゜敏らが

- °課護エ
なの こと星ワ紐忽紹ぷ知悠匹ぷi I呵とよどあっふれ専長委芸
い単はを前でにそろ‘のな 委松りいるもだは門を員課
こ拉何十も知因のがおも顔 員下閉を課のん尊的つ会と
と厖と二つら果あ‘気とを 技 ‘隆口お長のかぶ判との建
か千も分てれなとまのにし 京章すぼに‘らべ断め発造
らに自に課るこをさ毒生て 官ァ 都さるえな研行きをる足物

ノ昂の
た芸お当村っ東とし
の課こ分山と京思た 田

課 なてがる億きこて後かるし

は長となさ予国わ°
長 のみすとでかは大のら゜て
でたる‘すれあ蔵つ数大‘

かのわおん算立れ村
くなりりにか博た山 文

あら゜どとたと省めえき私
る‘暗うお゜どへのてなに

申かしそ対ど物にさ ゜こいもこ私のむこみ数は
すでてうすう館ちん 作 相れとすたはくかろな字き
私こおにるににがは 手がここえいらう‘いにわ
だれくなコか転い‘ が困ろししとい除村となめ
けほがいンわ任な度でっ千わるきひっで多てもい中山安るて
でど｀゜プかすいしひて万なひさごた手い‘明るで局心と不
あ数歴たレりる゜がそ私でいとにろこ控よさ快の‘長が‘安
る字代だ か-三たやはし゜だ心頭とえうてに‘倉のないの
゜にのし ク け-年いか暗た局か服脳にをな考‘と田おらちた
弱美こス戸克を課にい‘長らしの一さ気えあ局さ伴ぬいね
か術こ

太

はか 経長赤なと‘かて明千が持てと長んを゜ちで
っ工に‘‘やてだ面かいーないせ万しちみーがとし最下あ

（
文
化
財
鑑
査
官
）
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